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1 ）　中世初期の交易地に関しては，巻末の付録資料 2 ［文献目録（刊行年順）］にあげた諸研究が






































































3 ）　MGH, SS., t. 3, p. 35.
4 ）　研究のしばらくの間の停滞については，後述するエリオの論文でも指摘される（Héliot 1937, 
pp. 260‒261）。
5 ）　フェングラーが 7 世紀前半からの繁栄の証拠とした史料（サン = ドニ修道院宛の国王ダゴ
ベールの文書で彼は629年のものと判断）は，この後カロリング時代 9 世紀前半の偽文書である
ことが判明しており， 7 世紀からという見方は，レヴィヤンにより批判され修正されることと
なる。L. Levillain, Etudes sur l’abbaye de Sant-Denis à l’époque méroviengienne, IV, 












































言ではない。まず，エタープル説の重要な史料根拠とされた Villa Stapula という地名表記
は 9 世紀後半以降の史料で言及されるだけ（付録資料 1 ‒ 2 ‒16）で，カントヴィックの荒廃
時代に一時的に代用されたとも考えられることから，カントヴィック＝エタープル説は簡単
に片付けられる（Dhondt 1962, pp. 188‒190）。また，カントヴィックがあたかもカンシュ川
の右岸＝北側に位置すると見える史料が他にもあるが，これも注意深く読めば問題はないと




得力は十分ある。その一方で，カントヴィックは「サン = ジョス Saint-Josse 修道院の傍ら
apud」に位置したこと（付録 1 ‒ 2 ‒11）を無視してはならないという。サン＝ジョスとは，
カンシュ川に直接面してはいないが，比較的近い高台にあって，しかもカンシュ左岸＝南岸
に位置するメロヴィング時代創建の古刹である。加えてドーントは地名学の成果を縦横に駆
使し，Vic から Vis, あるいは Wis への音の変化が中世に生じたとして，同じくカンシュ左







Magister Militum Praesentalis II の盾に描かれた後期ローマ帝国軍司令官の名簿，『ノティ
ティア・ディグニタートゥム Notitia dignitatum』にある〈in loco Quartensi sive Hornensi〉
の文言に注目した。そして，〈Quartensi〉を〈Quantensi〉の綴り間違いであるとして，帝
政後期からのカントヴィック成長を論じようとした（Lot 1915, p. 5）。しかしこれはドーン
トによるまでもなく，今では完全に否定された見解である（Dhondt 1962, p. 196）。
実際にカントヴィックに関係する情報が出てくるのは， 7 世紀初め以降であり，それも文
献情報よりは〈VVic in Pontio〉銘を刻んだ銭貨の情報による。その後 7 世紀後半になると
文献情報が加わってくるが，ドーントがここで注意を促すのは，それら最初の言及のほぼす
7 ）　例えば，M. Gysseling, Toponymische woordenboek van Belgie, Nederland, Luxemburg, 
Noord-Frankrijk en West-Duitsland, Gent/Brussel, 1960, 2 vols. この地名事典の第 2 巻でカント



























1 ‒ 2 ‒3, 19, 20など）が示唆するように，防備施設の存在も想定される。後代，938年になっ
































明らかとなっていたが（Lot 1945, Lestocquoy 1948），ドーントがカントヴィックの経済機
能の後継役をエタープルよりもむしろ，上流の城砦都市モントルイユと見なした背景には，














Historische geografie van de Vlaamse kustvlakte tot omstreeks 1200, Bijdragen voor de 
geschiedenis der Nederlanden, dl. 14, 1957, pp. 1‒37; Id., L’évolution géogrphique de la plaine 























































所として，特にヴィエイユ = エダン Vieil-Hedin，ベルク Berck，ヴィズマレ Visemarest














Willemsen, A. and Kik, H., Dorestad in an International Framework; New Research on Centres 
of Trade and Coinage in Carolingian Times; Proceedings, Dorestad of First ‘Dorestad 
Congress’ held at the National Museum of Antiquities Leiden, the Netherlands June 24‒27, 




















実というわけである（逆に，造幣活動は 7 ～ 9 世紀当時のカンシュ右岸流域からは確認され
ない）。
最後に，ルーシュはこの結論を導くに当たって，ほぼ同じ頃のイングランド南岸で発展し







貢献がある（Le Bourdellès 1977）。彼によれば，「ヴィック」wic という語は，もともとラ
テン語の小集落を表す「ヴィクス」vicus がラテン語圏の北辺，あるいはその周辺地域で変
形したもので，これが「商業集落」の意味に特化してラテン語圏に逆輸入された結果である
13）　北海から英仏海峡で使用された船の一例については，R. L. S. Bruce-Mitford, and al., The 




14）　図 2 のハンヴィック復元図は，R. Hodges, Primitive and Peasant Markets, Oxford/New York, 









　　　 　ローマ時代の道 （Rouche 1977の図をもとに作成）
図 2　中世初期の〈wik〉の一つハンヴィックの再現図


















ところが，アングロ = サクソン側の史料では 7 世紀後半から「カンタヴィック」Quentavic, 
Quantavic，あるいはその変形（ヴァリアント）が史料に登場してくる。そして，これがフ




現は常に Quentovic（us）になるとする（付録資料 1 ‒ 2 を通して参照）。
最後に，ブールデレはカントヴィックの名称が史料文言から消えていった後の地名情報に




使われていた〈in Wicus〉や〈in portu Wicus〉などの表現も生き残り，それら「カンシュ
川」に相当する語幹部を含まない地名表記は， 9 世紀を経るにつれて再び頻発してくるとい
う（付録資料 1 ‒ 2 後半の数点を参照）。そして938年のルイ 4 世の文書で，再建対象として
言及されたカントヴィックの地は「ギッスムと人々が言うところの，海に面したかの城下に













15）　 7 世紀の銭貨の銘にある〈vvico in Pontio〉など。付録資料 1 ‒ 1 も参照。

















の発展とを連動させて論じているように（Verhulst 1979, p. 190），周辺地域における中世初
期都市史の見直しが進んだことも影響している。さらに，1970年代以降は，考古学とならん
で古銭学関連の基本資料が相次いで刊行され始めたことも情報の整理と共有という点で重要










17）　J. Dhondt, et M. Rouche, Le haut moyen âge （VIIIe-XIe siècles）, Paris, 1968, pp. 146, 196; J. 
Dhondt, Le Haut Moyen Age, Coll. Clio, Paris, 1976.
18）　L. Musset, Les invasions : les vagues germaniques, Paris, p. 173; Id., L. Les invasions : le 
second assaut contre l’Europe chrétienne （VIIe-XIe siècles）, Paris, 1971.
19）　我が国でもいち早くこの時期の交易港 emporium, wik をめぐる研究成果を詳細に検討し，紹
介した論稿が二つある。堀内一徳「カロリング期フランク王国の経済的発展の一側面」『西洋史
学』58号，1963年，42‒54頁。山瀬善一「カロリング時代における〈EMPORIUM〉とその経済
的意義─ J. B. Akkerman の最近の業績によせて─」『国民経済雑誌』（神戸大学経済学部）118
巻 6 号，1968年，40‒59頁。
20）　我が国の中世初期史学界で，80年代以降にかけてのこの分野の研究動向を見通していたのが，












カントヴィックに限らず，中世初期の交易地 ･ 商業地の立地や実態を知る上で，残存 ･ 伝来する
銭貨（コイン）の意義はきわめて大きい。埋蔵貨，個別発見貨の区別を問わず，19世紀からそれら
の収集と体系的な整理・刊行は実施されていて，まずは M. Prou, Les monnaies mérovingiennes, 
Paris, 1892がメロヴィング時代の銭貨標本を詳細な図版を伴って公にしている。カントヴィック，
すなわち「ヴィック」製のそれは 7 ～ 8 世紀のもので，その銘には〈in VVic Pontio〉〈Wic in 
Pontio〉〈Wicco fit〉などがある。Ibid., pp. 245‒248. 同様に，カロリング時代についても，M. Prou, 
Les monnaies carolingiennes, Paris, 1896がある。〈christiana religio〉などカロリング朝期のカント
ヴィック貨の銘情報は ibid, pp. 25‒31を参照。
ただし，銭貨情報はその後も各地での発見により少しずつ更新されていく。それに関する主要な
成果は F. Dumas-Dubourg, Le trésor de Fécamp, Paris, 1971（カントヴィック関係は pp. 108‒123）; 
Ph. Grierson and M. A. S. Blackburn, Medieval European Coinage, vol. 1: the Early Middle Ages 
（5th‒10th Centuries）, Cambridge. 1986の 2 点である。
他にも，カントヴィック等の交易地の銭だけでなく，西欧中世初期フランク王国の銭貨情報を整
理分析した研究として，S. Coopland, Carolingian Coinage and the Viking. Studies on Power and 






















1 ）ベーダの『イングランド（アングル）人の教会史』（ 8 世紀第 1 三分期の作品）での記録。タ
ルソスのテオドルスが，669年にカンタベリー大司教に就任するための，ローマからカンタベリー
までの旅に関する記述。 
　Plummer （ed.）, Historia Ecclesiastica gentis Anglorum de Beda, t. 4‒1, p. 203:〈… perduxit eum 
ad portum cui nomen est Quentavic, ubi fatigatus infirmitate aliquantes per moratus est, et cum 
convalescere coepisset, navigavit Brittaniam〉.（Lebecq 1983, t. 2, XLVI‒4）
2 ）イングランドのエディウス ･ ステファヌス作の『聖ヴィリフレドゥス伝』（710年頃の作品）で
述べられる 7 世紀後半の時期と判断される，同聖人のイングランドからローマへの旅に関する一
節。
　B. Colgrave, The Life of Bishop Wilfrid by Eddius Stephanus, Texts and translation, Cambridge, 
1927, p. 50:〈putantes in austrum ad Quentawic navigantem, et via rectissima ad sedem 
Apostolicam pergentem, praemiserunt nuncios suos…〉（Lebecq 1983, t. 2, X‒2）




　MGH, SS. Rer. Germ., 57, Vita Bonifatii auctore Willibaldo, ed. Levison, 1905, p. 20: 
〈Lundenwich… adiit… et pleno vento, prosperoque cursu hostia citius fluminis quod dicitur 
Cuent omni jam expertes periculi naufragio aspiciunt et ad aridam sospites terram perveniunt; 
sed castra metati sunt in Cuentawich …〉（Lebecq 1983, t. 2, XV‒3）




　MGH, SS. Rer. Germ., 28, Gesta Abbatum Fontanellensium, ed. Lowenfeld, 1886, p. 46:〈Hic 
nempe Gevoldus super regni negotia procurator constituitur per multos annos, per diversos 





　MGH, Epistolae Karolini aevi, t. 4, ed. Duemmler, 1895, p. 66: 〈Martinus in Vicos apud Sanctum 




　MGH, DD. Kalolini, t. 1, Nr. 122, pp. 170‒171: 〈decernimus… ut per ullos portos deque per 
civitates tam in Rodomo quam et in Wicus neque in Ambinis neque in Trejecto neque in 
Dorestado…, teloneus exigitur〉.（Lebecq 1983, t. 2, LXXXI‒1）





　MGH, Epistolae Karolini aevi, t. 4, ed. Duemmler, 1895, p. 177: 〈Revertente me de Wicus 
propter causas necessarias, quas ibidem habuimus disponere, occurrerunt mihi,…〉（Lebecq 
1983, t. 2, LXVIII‒4（b））
8 ） 9 世紀初めの『聖リカリウス（リキエ）奇蹟伝』で述べられる，サン＝リキエ修道院から15リ
ウほどの距離に位置する港町であるという情報。
　MGH, SS., t. 25, p. 917:〈vade… et perquire venerabilis Sancti Richarii monasterium, quod 
situm et est spatio quindecim leugarum a portu Quentowic〉.
9 ）828年のルイ敬虔帝によるいわゆる「商人への命令」Praeceptum negotiatorum。ここでは 王
国の関税徴収所としてカントヴィックを含めて 3 地点が言及されるのみである。779年のサン＝
ジェルマン宛の国王文書で言及された地名の多くはここには登場しない。
　MGH, LL., t. 5, Formulae, ed. Zeumer, 1886, p. 315: 〈teloneum vero, excepto ad opus nostrum 
inter Quentovico et Dorestado vel ad Clusas, ubi ad opus nostrum decima exigitur, aliubi eis ne 




　Boretius-Krause, MGH, Capitularia regum Francorum, t. 2, p. 24.〈Ad Aquitaniam… Inter 
Ligerim et Sequinam et ultra Sequinam… et Pontium usque in mare〉〈A bawairiam totam 




　G. Tessier, Actes de Charles le Chauve, t. 1, Paris, 1941, n° 3, p. 11:〈cellam Sancti Judoci, sitam 
in pago Pontiu, super fluvium Quantiam〉
12）842年にノルマン人がカントヴィックやハンヴィックなどを襲撃した事を伝えるニタルドゥス
（ニタール）の記述。
　Nitard, Histoire des fils de Louis le Pieux, éd. Lauer, Paris, 1926, pp. 124‒25:〈Per tempus 
Nortmanni Contwig depredati sunt inibi mare trajecto Hamwig et Nordhunnwig similiter 




　Annales Bertiniani, éd. Grat, Paris, 1964, a° 842:〈Ea tempestate Nordomannorum classis in 
emporio quod Quantovicus dicitur repentino sub lucem adventu depraedationibus, captivitate et 
nece sexus utriusque hominum adeo debachati sun tut nihil in eo praeter aedificia pretio 










　G. Tessier, Actes de Charles le Chauve, t. 1, Paris, 1941, n° 160, p. 424:〈…cum mansis in porta 
Wicus…>
16）852年のサン＝ジョス修道院長でもあったルー･ ド ･ フェリエールがフェリエール修道院に対し
て宛てた一書簡，852年のこと。エタープル〈villa Stapulas〉にてイングランドから来た鉛の積
み降ろしを指示している。カントヴィックの地名はない。
　Loup de Ferrières, Correspondances, éd. L. Levillain, Paris, 1927, t. 2, p. 74.
17）857年とそれ以降の文書で，サン＝ベルタン修道院に属するマンス保有地がカントヴィックに
あったとする情報。
　M. Gysseling et A. C. F. Koch, Diplomata belgica ante annum millesimum centesimum scripta, 
Bruxelles, 1950, t. 1, pp. 53 et 67.（ちなみに1026年のサン＝ベルタン修道院の文書では，同修道
院はエタープルと呼ばれる町にあるある土地を所有するとある（B. Guerard, Cartulaire de l’





　Miracula Sancti Wandrilli, MGH, SS., t. 15‒1, p. 408:〈… ad ecclesiam sancti Petri quae vicina 





　Miracula Sancti Wandrilli, MGH, SS., t. 15‒1, pp. 408‒409:〈Illuster namque vir Grippo, 
prefectus videlicet emporio Quentovici, jussu precellentissimi regis Karoli quadam legatione 




　　先の 2 例以外で〈emporium〉の呼称でカントヴィックが呼ばれる 2 箇所。〈in paraedico 
emporio〉（Acta Sanctorum, Juli, t.5, p. 285 A）;〈de emporio Quentovico〉（ibid., p. 288 A）.
　　〈portus〉─いわゆる港湾の意味だが，特にカロリング時代の北フランスから低地地方にかけて
は「港湾集落」あるいは「都市的集落」一般をも指す─の語でカントヴィックが呼ばれる 4 箇所。
〈in eodem portu〉（ibid., p. 284 D）;〈in Quentovico portu〉（ibid., p. 285 B）;〈... est vicinaa 
portui Quentavico〉（ibid., p. 287 D）;〈Quentavico portu〉（ibid., p. 287 E）.
　　〈oppidum〉─一般的に都市的な集落，あるいは囲い地を想起させる語─の語で呼ばれる 1 箇所。








　Boretius-Krause, MGH, Capitularia regum Francorum, t. 2, p. 315.〈ut in nullo loco alio in omni 
nostro moneta fiat nisi in palatio in Quentovico ac Rotomago, quae moneta ad Quantovicum ex 




　MGH, Diplomata regum Francorum, ed. Perts, 1872, Nr. 23, p. 140:〈Et sciatic nostril missi ex 
hoc mercato et omnes civitates in regno nostro, maxime ad Rothomo porto et Wicus Porto, qui 
veniunt de ultra mare pro vina melle vel garantia emendum; …〉（Lebecq 1983, t. 2, LXXIX‒3）
23）938年のルイ 4 世の文書。破壊されていた ｢ギィッスム（ヴィッスム）」の町の再建を命じたも
の。
　G. de Lhomel, Cartulaire de la ville de Montreuil-sur-Mer, Abbeville, 1904, t. 3, p. 4: 〈castrum 




Comite de Boulogne （1841‒43）, 《Rapport sur les fouilles faites en 1841, à Etaples, lu à la séance 
publique du 20 décembre 1841》, Mémoire de la Société académique des Antiquaires de 
Morinie, 6, pp. 191‒215.
Robert, F. -J. （1849‒50）, 《Mémoire sur Quentovic》, Mémoire de la Société académique des 
Antiquaires de Morinie, 8, pp. 510‒534.
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Cousin, L. （1862‒64）, 《Nouveaux éclaicissements sur l’emplacement de Quentovic》, Mémoires 
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